
公表：令和5年3月31日

事業所名　ウィズトークス 保護者等数： 20 回収数： 16 割合： 80.0%

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ

わから

ない

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保されて

いるか
14 1 0 1

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 15 0 0 1

3

事業所の設備等は、スロープや手すりの設置な

どバリアフリー化の配慮が適切になされている

か

8 4 2 1

4

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービス計画*1が

作成されているか

15 0 1 0

5
活動プログラム*2が固定化しないよう工夫され

ているか
13 2 0 1

6
放課後児童クラブや児童館との交流や、障がい

のない子どもと活動する機会があるか
1 1 2 9

7
支援の内容、利用者負担等について丁寧な説

明がなされたか
15 0 1 0

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

保

護

者

へ

の

説

明

等

文章を少し変えてみ

たり、クイズ形式にし

てその文の中にヒント

や答えがあったりと子

供が楽しく自らやろう

という気にさせていた

だけ毎回嬉しそうに

取り組めています。

空いた時間もカード

やタブレットなどをし

て時間を有効活用し

ています。

（わからない：１）

子供の授業時間(50

分)なのと今は行って

いないという事なので

わかりません。

丁寧に説明してくださ

います。

ご意見

座って対話をするの

で十分なスペースで

す。

それぞれの部屋でに

一対一なので十分な

人数だと思います。

対応の方も専門性は

確かです。

・個室で保護者付き

で先生と子供が一対

一で対話するので十

分なスペースですし、

子供に配慮してそれ

ぞれの部屋の前に仕

切りを設置して下さっ

ています。

・遊び場の工夫が

あってもいいと思う。

運動遊び。

・決まった月に「個別

支援計画書」を作成

していただいていてそ

こで私達が先に伝え

た事も含めしっかり分

析していただいていま

す。

・宿題をしてくれるの

は嬉しいが、字の書

き方へのアドバイス、

サポートがあればい

い。

ご意見を踏まえた

対応

指導時の音の問題等

がある為、どのような

場が設置可能か設置

の必要性も含めて検

討していく。また、指

導においては運動を

取り入れたものも取り

入れていくことを検討

する

現在、宿題への対応

は行っていないが、

宿題の遂行に必要と

なる読み書き等のス

キルに対して働きか

けを引き続き行ってい

く

限られた時間の中で

展開していくことが可

能なのか検討してい

く

保護者等からの放課後等デイサービス事業所評価の集計結果（公表）



8

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子

どもの発達の状況や課題について共通理解が

できているか

14 0 1 1

9
保護者に対して面談や、育児に関する助言等

の支援が行われているか
13 1 1 1

10
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催

等により保護者同士の連携が支援されているか
1 1 4 8

11

子どもや保護者からの苦情について、対応の体

制を整備するとともに、子どもや保護者に周知・

説明し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対

応しているか

8 0 1 6

12
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達の

ための配慮がなされているか
14 0 1 1

13

定期的に会報やホームページ等で、活動概要

や行事予定、連絡体制等の情報や業務に関す

る自己評価の結果を子どもや保護者に対して

発信しているか

12 1 0 2

14 個人情報に十分注意しているか 9 1 0 5

15

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアルを策定し、保護者に周知・説

明されているか

12 2 0 1

16
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、

その他必要な訓練が行われているか
2 1 0 10

17 子どもは通所を楽しみにしているか 11 4 0 1

18 事業所の支援に満足しているか 14 1 0 1

非

常

時

等

の

対

応

満

足

度

今はコロナ禍でもあり

ますし、普段の授業

は子供と担当の先生

と保護者のやり取り

なので他の方とは

挨拶程度や交流のあ

る者同士であれば少

しの対話や情報交換

をしていると思いま

す。

そもそも苦情がきてい

るとは思えないので。

元々コミュニケーショ

ンが取りづらい子が

多いのでそこをその

担当の方やスタッフ

が専門知識や、それ

ぞれの接し方で段々

と意思の疎通が取れ

ていくのを間近で見

てきました。

保

護

者

へ

の

説

明

等

いつも課題が終了す

るとその内容や今後

どのように課題に取り

組んでいくかのお話

もしているので情報

交換や同じ方針を

持っていただけている

と思います。

「個別支援計画」の時

に十分話をしていま

すのでその支援内容

の通り行っていると思

います。

育児の助言などは子

供がまだ低学年の時

にはあったと思いま

すが、大きくなってき

て注意する点も減り

ました。

定期的な実施を年間

計画として立てて実

施する

どちらともいえないと

答えている人がいる

ことをスタッフが意識

をして支援に当たる

オンラインでの交流

などコロナ時代にあっ

てもできる活動を行う

契約時には伝えてい

るが、掲示などで伝

える工夫をする

毎週SNS、ホーム

ページで行っている

ので周知を図る

さらに丁寧に具体的

な取り組みについて

説明をする


